今月の樹　「アセビ」
まだ風は冷たいが、陽気にさそわれ街中を散策していると、公園の片隅や生垣などで白色の釣り鐘型の花を鈴生りにつけた低木に出会うことがある。この花を見かけると春の到来が近いことを実感させられる。言わずと知れたアセビの花である。

　馬酔木と書いて「あせび」と読まされている。枝葉に有毒成分があり、牛や馬が食べると酔っぱらったようになるからとかで「馬酔木」の字が当てられている。日本固有の植物で古くは「アシビ」と呼ばれ、万葉集にも詠まれている。アシビの名そのものは、食べると足がしびれるので「足しびれ」から来たと言われている。古くから各地に自生することから方言も多く長崎では「ししくわず」（ししとはシカのことで、シカはこれを食わないの意）、高知、愛媛では「どくしば」、岡山、島根では「むぎめしばな」などと呼ばれているようである。
アセビ（学名はPieris japonica　）は高さは普通２～４ｍ、時には１０ｍ近く、直径は５～１０cmになるツツジ科アセビ属の常緑の低木～小高木である。日本では宮城県以南の本州、四国、九州に自生する。主として、山地の風とおしがよく乾いた土地を好み、近郊では六甲山や箕面の尾根筋で良く見かけられる。樹皮は灰褐色で縦に裂け目が入り、すこし捻じれる。樹皮の外観や、花の形状が同じ科のネジキに似ており近縁とされる。
　葉は互生であるが、枝先に集まって密につく。葉身の長さは３～１０ｃｍ、幅１～２ｃｍの倒披針形または長楕円形で先端は鋭く尖り、基部はしだいに細くなる。縁の上半分には浅い鋸歯があり、少し波打つ。革質で表面は光沢があり、裏面は淡緑色である。

　花は枝先の葉腋から長さ１０～１５ｃｍの複総状花序をだし、白色ないし淡い紅色のつぼ型で長さ５～６ｍｍの小花を多数つける。花は下向きに咲き、先端は浅く5裂する。雄しべは10本、雌しべは1本。ガクは５深裂し、緑色や紅色など変異が多い。花芽の形成は早く、秋には
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翌年の花序（冬芽）が見られる。
　果実（朔果）は直径５～６ｍｍの扁球形で、

先端に長い花柱がのこる。果実は上向きにつく。９～１０月頃に褐色に熟し、５裂する。種子は長さ２ｍｍほどであるが、形は変異が多い。
有毒植物であり、鹿などは食べないので奈良公園などでは繁茂している。また、箱根の純林も有名、近郊の六甲山でも尾根筋に老木の群落が散在する。有毒物質は葉や花、枝などに含まれるアンドロメドトキシン、アセボトキンなどであり、人が誤食すると腹痛、下痢、嘔吐、ケイレンや呼吸麻痺を引き起こす。春の若芽を山菜と見間違う恐れがあり、生の葉は猛烈に苦いが茹でると薄れるので注意が必要である。古くから、葉を煮出して農作物の殺虫や家畜の皮膚の寄生虫駆除に、また茎を生のまま刻んでハエ、ウジなどの殺虫剤や葉を煎じ散布し、菜園の殺虫剤として用いる。材は堅密で薪炭材や細工物に利用さている。
街中でも、新芽の展開時の葉（若葉は赤い）や花が美しいので庭園樹として庭や公園などに広く植えられる。園芸種も多くアケボノアセビ：薄ピンク花を咲かせる。これは自生種とも園芸品種ともいわれている。ベニバナアセビはアケボノアセビの改良種とされている。花の赤みが強く、他にも斑入り品種もある。　（写真は園芸種かも・・・）
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